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raft," of the N
akam
ura F
am
ily of Tsushim
a D
om
ain
出
口
晶
子
D
E
G
U
C
H
I A
kiko
研
究
ノ
ー
ト
対
馬
藩
中
村
家
造
船
文
書
（
長
崎
県
立
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
）
は
、
和
船
史
研
究
の
先
駆
者
・
石
井
謙
治
や
柴
田
恵
司
ら
に
よ
っ
て
そ
の
一
部
は
翻
刻
な
ら
び
に
図
面
紹
介
が
す
で
に
な
さ
れ
て
い
る
。
基
幹
研
究
「
中
世
日
本
の
東
ア
ジ
ア
交
流
に
お
け
る
海
上
交
通
に
関
す
る
研
究
」（
平
成
二
八
～
三
〇
年
度
研
究
代
表
者
荒
木
和
憲
）
で
は
、
こ
の
文
書
群
を
他
の
造
船
文
書
と
も
比
較
照
合
し
な
が
ら
、
ま
ず
は
歴
史
学
・
古
文
書
学
的
に
、
さ
ら
に
民
俗
学
的
見
地
か
ら
包
括
的
に
検
証
し
、
近
世
船
大
工
家
の
技
術
継
承
の
あ
り
方
や
そ
の
成
立
・
変
容
過
程
に
つ
い
て
共
同
調
査
研
究
す
る
こ
と
を
ひ
と
つ
の
柱
に
す
え
て
い
る
。
本
号
掲
載
の
荒
木
和
憲
氏
に
よ
る
解
題
と
再
翻
刻
は
、
そ
の
端
緒
と
な
る
基
礎
研
究
で
あ
る
。
の
ち
の
修
正
加
筆
等
の
時
系
列
に
留
意
し
た
翻
刻
や
書
体
の
変
化
へ
の
着
眼
に
よ
っ
て
、
文
書
の
成
立
や
性
格
が
浮
か
び
あ
が
る
な
ど
重
要
な
成
果
が
み
ら
れ
る
〔
荒
木
二
〇
一
八
〕。
筆
者
の
役
割
は
、
こ
れ
ま
で
列
島
に
現
存
し
て
き
た
木
造
船
の
実
船
や
建
造
現
場
で
の
観
察
・
計
測
記
録
、
船
大
工
か
ら
の
直
接
の
聞
き
書
き
、
近
現
代
に
採
集
さ
れ
た
先
学
の
民
俗
調
査
記
録
等
、
民
俗
学
的
知
見
に
も
と
づ
き
研
究
し
て
き
た
立
場
か
ら
、
近
世
期
の
木
造
船
技
術
の
移
転
や
受
容
の
実
態
、
船
大
工
の
継
承
性
等
を
比
定
し
、
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。
む
ろ
ん
民
俗
事
例
を
一
足
飛
び
に
近
世
に
あ
て
は
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
も
、
文
書
の
解
釈
に
は
有
効
で
あ
り
、
時
代
を
こ
え
て
通
底
す
る
共
通
性
や
、
時
代
や
場
所
に
よ
る
分
断
・
分
節
化
の
姿
を
見
出
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
中
村
家
文
書
は
、
覚
書
や
寸
法
書
と
と
も
に
、
数
多
く
の
図
面
が
あ
る
。
そ
の
な
か
に
は
大
坂
で
修
業
し
、
そ
の
技
術
系
譜
を
引
き
継
ぐ
べ
く
伝
授
さ
れ
た
図
面
の
ほ
か
、
建
造
さ
れ
た
が
う
ま
く
浮
か
ば
ず
、
失
敗
作
だ
っ
た
船
図
面
、
瀬
戸
内
海
の
造
船
拠
点
で
あ
っ
た
倉
橋
島
で
取
得
し
た
図
面
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。
秘
伝
の
技
法
を
正
し
く
継
承
し
よ
う
と
す
る
厳
格
性
、新
た
な
技
術
を
貪
欲
に
仕
入
れ
る
進
取
性
、
図
面
を
鵜
呑
み
に
し
な
い
た
め
の
警
告
情
報
、到
達
し
え
た
創
意
工
夫
の
覚
書
な
ど
、
職
人
の
技
に
た
い
す
る
複
層
し
た
意
識
が
透
け
て
見
え
る
と
い
う
点
で
、
中
村
家
文
書
は
、
民
俗
学
的
見
地
か
ら
見
て
も
と
て
も
興
味
深
い
内
容
を
も
つ
。
近
世
中
期
か
ら
後
期
は
、
和
船
文
化
の
黄
金
時
代
で
も
あ
る
。
藩
政
期
の
船
大
工
が
い
か
に
移
動
し
、
技
術
を
移
転
・
定
着
さ
せ
た
の
か
、
そ
し
て
新
た
に
ど
ん
な
創
意
工
夫
を
重
ね
た
か
、
こ
れ
ら
の
点
は
追
々
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
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ま
ず
、
数
あ
る
文
書
や
図
面
を
概
観
す
る
な
か
で
筆
者
が
最
初
に
関
心
を
抱
い
た
の
は
、「
諸
船
長
サ
方
深
サ
書
附
」（
以
下
書
附
）
で
あ
る
。
本
書
附
は
、
柴
田
恵
司
の
先
行
論
文
で
〔
柴
田
一
九
七
九
〕、
中
村
家
文
書
約
八
〇
点
か
ら
氏
が
八
つ
あ
げ
た
な
か
に
含
ま
れ
る
。
ま
た
石
井
謙
治
が
日
本
海
事
史
学
会
編
『
続
海
事
史
料
叢
書
』
十
巻
（
一
九
八
六
）
に
掲
載
し
た
対
馬
文
書
七
点
の
う
ち
に
も
含
ま
れ
、
翻
刻
と
来
歴
等
の
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。
期
せ
ず
し
て
同
じ
も
の
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
漆
喰
拵
え
の
記
述
の
存
在
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
造
船
文
書
の
な
か
で
漆
喰
の
製
法
を
詳
述
し
た
も
の
は
、
と
て
も
珍
し
く
貴
重
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
は
両
氏
に
よ
る
簡
単
な
解
説
や
紹
介
に
と
ど
ま
ら
ず
、
腰
を
す
え
て
吟
味
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
と
判
断
す
る
。そ
こ
で
本
稿
で
は
書
附
の
漆
喰
拵
え
に
絞
り
、
そ
の
製
法
や
用
途
、
地
域
性
に
つ
い
て
民
俗
事
例
を
ふ
ま
え
な
が
ら
比
定
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
一　
「
諸
船
長
サ
方
深
サ
書
附
」
に
つ
い
て
書
附
は
、
構
成
さ
れ
る
内
容
か
ら
お
よ
そ
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
段
は
、
元
禄
六
年（
一
六
九
三
）の
定
め
を
ベ
ー
ス
に
享
保
一
〇
年（
一
七
二
五
）
こ
ろ
ま
で
の
追
記
内
容
で
構
成
さ
れ
る
も
の
で
、
荷
船
・
早
船
・
鯨
船
・
大
船
に
曳
航
さ
れ
る
引
き
伝
馬
・
朝
鮮
半
島
と
往
来
す
る
枝
船
・
天
道
船
等
の
帆
の
反
数
や
船
幅
、
船
体
の
長
さ
・
幅
・
深
さ
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
文
面
に
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
変
更
点
等
、
三
〇
年
あ
ま
り
の
出
来
等
が
追
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
年
代
の
示
し
方
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
そ
の
時
点
の
記
録
と
い
う
よ
り
少
し
時
間
の
た
っ
た
過
去
を
ふ
り
か
え
っ
て
記
録
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
元
禄
の
定
め
も
ま
た
、
後
年
改
め
て
清
書
し
な
お
さ
れ
た
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。
第
二
段
は
、
中
盤
の
空
白
頁
を
は
さ
ん
だ
目
次
以
降
で
、
主
に
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
以
降
～
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
の
今
舛
寸
法
ま
で
を
構
成
す
る
。
目
次
で
は
、
筆
跡
の
異
な
る
後
段
の
す
べ
て
の
内
容
を
網
羅
し
、
か
つ
そ
の
目
次
項
目
の
文
字
は
、
後
段
本
文
の
書
体
と
一
致
す
る
部
分
を
認
め
る
こ
と
か
ら
、
内
容
を
追
記
し
た
段
階
で
目
次
を
増
や
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
内
容
は
後
世
に
伝
え
る
べ
き
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
の
定
め
、
な
ら
び
に
備
忘
と
な
る
覚
え
で
あ
る
。
基
本
は
順
番
ど
お
り
で
あ
る
が
、「
隼
船
諸
釘
重
目
之
事
」
に
続
く
五
十
六
丁
立
船
天
間
の
積
荷
で
あ
る
錫
・
荒
銅
・
水
牛
角
の
記
述
は
、
目
次
に
な
く
、
か
つ
続
く
「
諸
船
石
積
之
事
」
よ
り
年
代
が
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
以
降
と
新
し
い
。
頁
が
足
り
な
く
な
っ
て
途
中
空
白
頁
を
利
用
し
て
続
き
を
書
い
た
と
み
な
さ
れ
る
変
則
箇
所
で
あ
る
。
目
次
以
降
は
、
荷
船
の
帆
反
と
石
積
み
、
隼
船
（
関
船
）
と
荷
船
の
帆
の
長
さ
、
シ
ツ
ク
イ
の
こ
と
、
小
早
船
の
垣
立
の
高
さ
、
早
船
（
関
船
）
に
関
す
る
帆
棚
や
屋
形
の
高
さ
、
箱
水
樽
の
大
き
さ
、
釘
の
目
方
、
諸
船
石
積
み
、
升
の
大
き
さ
な
ど
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
第
一
段
と
第
二
段
の
間
に
は
、
前
後
数
頁
に
わ
た
る
墨
付
け
な
し
の
白
紙
頁
が
存
在
す
る
が
、
そ
の
一
部
を
使
っ
て
第
二
段
の
続
き
と
み
ら
れ
る
記
載
が
あ
る
。
享
保
一
〇
年（
一
七
二
五
）か
ら
元
文
三
年（
一
七
三
八
）ま
で
の
覚
え
で
あ
り
、
書
き
た
り
な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
空
白
頁
に
割
り
込
ま
せ
る
形
で
書
か
れ
た
も
の
と
推
測
す
る
。
本
史
料
に
登
場
す
る
年
代
は
、
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
か
ら
宝
永
、
正
徳
、
享
保
、元
文
、延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
に
わ
た
り
、最
後
が
「
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
の
注
文
控
え
か
ら
こ
の
形
を
用
い
る
こ
と
」
と
す
る
小
使
船
の
鉄
風
呂
寸
法
に
関
す
る
記
載
で
終
わ
っ
て
い
る
。
主
に
一
七
〇
〇
年
代
前
半
の
動
向
が
う
か
が
え
る
史
料
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
本
書
附
は
、
お
よ
そ
五
〇
年
の
年
代
の
幅
を
も
っ
た
内
容
を
特
徴
と
す
る
が
、
書
附
の
作
成
に
か
か
わ
っ
た
人
物
と
し
て
重
要
な
の
が
、
荒
木
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
〔
荒
木
二
〇
一
八
〕、
中
村
庄
右
衛
門
で
あ
る
。
中
村
庄
右
衛
門
な
る
人
物
が
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
に
存
在
し
た
こ
と
は
、
享
保
元
年
五
月
の
覚
（
板
木
註
文
ニ
付
）
の
文
書
の
存
在
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る〔
長
崎
県
立
対
馬
歴
史
資
料
館
・
史
料
目
録
〕。
書
附
に
は
筆
名
も
年
代
も
表
題
に
は
な
い
が
、
中
村
庄
右
衛
門
の
名
に
よ
る
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
の
「
諸
船
寸
尺
覚
我
記
」
と
対
を
な
す
史
料
で
あ
る
こ
と
を
荒
179
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木
氏
は
そ
の
記
載
内
容
か
ら
解
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
覚
我
記
の
表
題
に
あ
る
年
号
月
日
は
書
附
の
見
返
り
と
同
じ
筆
跡
で
あ
り
、
同
一
人
物
に
よ
る
記
述
で
あ
る
。
上
記
に
照
ら
す
と
、
本
稿
で
扱
う
書
附
に
み
る
漆
喰
拵
え
も
中
村
庄
右
衛
門
の
代
に
本
人
、
も
し
く
は
そ
の
指
示
監
督
の
も
と
作
成
さ
れ
た
と
み
て
さ
し
つ
か
え
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
以
上
の
点
か
ら
、
漆
喰
拵
え
の
内
容
年
代
は
、
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は
な
く
、
お
よ
そ
一
七
二
〇
～
四
〇
年
代
頃
の
記
述
事
項
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。
二　
書
附
の
「
シ
ツ
ク
イ
拵
え
」
に
つ
い
て
書
附
に
み
る
漆
喰
拵
え
の
調
合
に
は
用
途
に
あ
わ
せ
、
い
く
つ
も
の
方
法
が
あ
っ
た
（
写
真
1
・
2
）。
民
俗
学
的
知
見
を
ま
じ
え
内
容
を
検
討
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
六
種
類
に
な
る
。
①
白
土
一
石
、
苧
ス
サ
三
貫
目
、
黒
砂
糖
五
百
目
、
魚
油
一
斗
。
鱶
油
が
よ
い
が
、
な
け
れ
ば
魚
油
で
も
よ
い
。
こ
れ
に
フ
ノ
リ
六
〇
〇
目
を
煎
り
出
し
、
松
脂
五
〇
〇
目
を
配
合
す
る
。
①②
た
だ
し
、
水
に
は
い
れ
ば
フ
ノ
リ
を
除
い
て
、
苦
塩（
に
が
り
）を
使
う
。
苦
塩
が
な
け
れ
ば
塩
を
煎
り
出
し
て
用
い
る
。
①③
右
白
土
の
と
き
は
魚
油
三
升
、
フ
ノ
リ
八
〇
目
と
し
、
苧
ス
サ
や
黒
砂
糖
や
塩
は
入
れ
ず
に
、
紙
の
ス
サ
を
二
五
〇
匁
加
え
る（
た
だ
し
一
斗
に
三
〇
〇
目
）。
①④
洗
水
ユ
ツ
ハ
で
は
、
赤
土
一
斗
、
塩
一
升
、
白
土
一
斗
を
入
れ
、
手
で
餅
の
粘
さ
に
た
た
き
つ
け
る
。
①⑤
水
桶
用
い
る
と
き
は
白
土
を
除
き
、
塩
と
赤
土
を
使
う
。
①⑥
船
釘
の
頭
に
塗
る
の
は
錆
止
め
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、白
土
一
升
、松
脂
一
升
、
鱶
油
も
し
く
は
魚
油
四
合
、
白
砂
糖
一
斤
、
黒
砂
糖
一
斤
、
さ
ら
に
鉄
の
金
の
粉
三
合
を
調
合
し
、
温
か
い
う
ち
に
用
い
る
。
こ
の
六
種
類
の
調
合
を
用
途
別
に
表
に
す
る
と
、
表
一
の
よ
う
に
な
る
。
表
一
　
漆
喰
拵
え
の
調
合
＊
塩
煎
り
出
し
で
代
用　
＊
＊
鱶
油
が
上
等
①
・
②
・
③
・
⑥
に
使
わ
れ
る
鱶
油
と
は
、
鱶
の
肝
臓
を
集
め
、
煮
出
し
て
抽
出
し
た
油
で
、こ
の
時
代
鱶
油
は
す
で
に
他
の
魚
油
よ
り
上
等
と
す
る
評
価
が
あ
っ
た
。
白
土
赤
土
苧
ス
サ
紙
ス
サ
塩
に
が
り
黒
砂
糖
白
砂
糖
魚
油
＊
＊
フ
ノ
リ
松
脂
鉄
粉
①
基
本
〇
〇
〇
〇
〇
〇
②
水
に
は
い
る
部
分
〇
〇
〇
＊
〇
〇
〇
③
白
土
の
時
〇
〇
〇
〇
④
洗
水
ユ
ツ
ハ
〇
〇
〇
⑤
水
桶
用
い
る
時
〇
〇
⑥
釘
頭
に
塗
る
〇
〇
〇
〇
〇
〇
写真１　書附の「漆喰拵え」
写真2　書附の「漆喰拵え」
180
国立歴史民俗博物館研究報告
第 209集　2018年 3月
②
の
水
に
は
い
る
部
分
に
は
フ
ノ
リ
を
の
ぞ
き
、
苦にが
り汁
が
加
わ
る
。
苦
汁
は
塩
を
製
造
す
る
さ
い
に
出
る
塩
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
主
成
分
と
す
る
も
の
で
、
豆
腐
を
作
る
と
き
の
凝
固
剤
と
し
て
使
わ
れ
る
も
の
だ
。
③
の
白
土
の
と
き
は
黒
砂
糖
や
松
脂
な
ど
を
含
ま
ず
、
白
土
＋
魚
油
＋
フ
ノ
リ
＋
紙
ス
サ
だ
け
の
配
合
で
あ
る
。
建
築
用
の
土
間
に
使
わ
れ
る
漆
喰
で
は
土
に
石
灰
や
ス
サ
、
フ
ノ
リ
や
苦
汁
を
混
ぜ
、
水
で
練
り
合
わ
せ
て
塗
り
固
め
、
油
は
通
常
用
い
ら
れ
な
い
。
耐
水
性
を
要
す
る
船
だ
か
ら
こ
そ
、
油
の
調
合
は
欠
か
せ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
後
述
す
る
中
国
の
ジ
ャ
ン
ク
船
な
ど
に
は
石
灰
と
桐
油
、麻
縄
な
ど
の
繊
維
質
を
混
ぜ
た
パ
テ
（
漆
喰
・
油
灰
）
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
、
油
は
船
の
水
密
を
保
つ
充
填
材
に
は
必
須
の
材
料
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。
ま
た
、
船
体
の
釘
頭
に
塗
る
⑥
、
船
体
以
外
と
思
わ
れ
る
④
⑤
を
含
め
、
水
と
直
接
ふ
れ
る
②
④
⑤
⑥
に
は
、
フ
ノ
リ
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
④
の
洗
水
ユ
ツ
ハ
に
み
る
「
赤
土
：
塩
：
白
土
」
の
割
合
は
「
一
〇
：
一
：
一
〇
」
で
あ
る
。
⑤
の
水
桶
を
用
い
る
と
き
に
は
塩
と
赤
土
の
み
の
た
た
き
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
こ
れ
に
は
魚
油
は
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
海
水
に
つ
か
る
船
体
そ
の
も
の
の
漆
喰
で
は
な
い
よ
う
だ
。
で
は
洗
水
ユ
ツ
ハ
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。『
日
本
国
語
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
ユ
ツ
は
西
日
本
、
と
く
に
島
根
県
や
山
口
県
の
方
言
で
泉
や
池
を
さ
す
。
対
馬
藩
黒
岩
家
の
図
面
に
は
「
御
泉
水
船
形
小
伝
間
」図
が
あ
る
。「
泉
水
船
」
に
関
し
て
は
、
「
書
附
」に
も「
樋
口
孫
左
衛
門
殿
泉
水
浮
有
之
」
と
し
て
「
壱
人
乗
船　
／
平
駄
成
り
船
也
」と
あ
る
。
底
の
平
な
箱
形
の
ヒ
ラ
タ
船
タ
イ
プ
で
、
寸
尺
は
長
さ
九
尺
＝
二
・
七
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
尺
六
寸
（
七
九
セ
ン
チ　
舳
口
幅
五
五
セ
ン
チ　
艫
口
幅
六
七
セ
ン
チ
）
深
さ
八
寸
（
二
四
セ
ン
チ
）
と
い
た
っ
て
小
型
の
船
体
で
あ
る
。
以
上
の
点
か
ら
、
洗
水
ユ
ツ
ハ
は
、
泉
水
場
す
な
わ
ち
庭
園
等
の
池
や
水
桶
を
使
う
洗
い
場
で
あ
り
、そ
の
た
た
き
に
用
い
る
場
合
の
漆
喰
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
す
る
。
船
大
工
は
池
に
浮
か
べ
る
ヒ
ラ
タ
船
の
建
造
を
受
け
る
と
き
、
船
と
セ
ッ
ト
に
池
そ
の
も
の
を
築
造
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
ろ
う
。「
書
附
」
に
は
桶
水
樽
や
箱
水
樽
の
寸
法
記
載
が
あ
る
と
お
り
、
水
車
や
風
呂
桶
な
ど
水
に
関
連
す
る
木
工
仕
事
を
引
き
受
け
、
自
ら
作
る
こ
と
や
手
配
す
る
こ
と
は
、
近
現
代
の
船
大
工
に
お
い
て
も
ご
く
普
通
に
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
と
ら
え
る
と
、
漆
喰
拵
え
の
う
ち
、
①
②
③
⑥
は
直
接
船
体
と
か
か
わ
り
、
う
ち
①
と
③
は
直
接
水
に
つ
か
ら
な
い
部
位
に
お
い
て
板
ど
う
し
の
隙
間
を
埋
め
、
水
密
を
確
保
す
る
充
填
材
と
し
て
使
わ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
金
の
粉
を
混
ぜ
た
⑥
は
釘
頭
専
用
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
、
他
の
配
合
例
と
は
異
な
り
、
そ
の
基
準
分
量
は
白
土
一
舛
と
少
な
く
、
白
土
に
た
い
す
る
松
脂
の
割
合
が
一
：
一
、
魚
油
も
〇
・
四
と
油
分
の
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
⑥
で
は
、
温
か
い
う
ち
に
用
い
、
冷
た
く
な
っ
て
固
ま
る
と
使
え
な
い
こ
と
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
石
灰
と
水
は
合
わ
せ
る
と
化
学
反
応
に
よ
り
熱
を
発
す
る
が
、
建
築
な
ど
で
フ
ノ
リ
を
混
ぜ
る
場
合
に
は
水
と
混
ぜ
温
め
て
煮
と
か
し
、
糊
状
に
し
た
も
の
を
使
う
。
海
水
と
直
接
接
す
る
⑥
で
は
配
合
の
お
り
フ
ノ
リ
は
使
わ
れ
な
い
。
よ
っ
て
水
で
は
な
く
、
温
め
た
油
に
煮
と
か
し
た
松
脂
を
混
ぜ
調
合
さ
れ
た
と
推
測
で
き
る
。
釘
頭
に
塗
る
に
は
、
あ
え
て
鉄
粉
を
混
ぜ
る
こ
と
で
錆
び
止
め
効
果
が
あ
る
と
し
、
そ
の
作
業
は
温
か
い
う
ち
に
手
早
く
進
め
る
こ
と
、
い
い
か
え
る
と
広
範
囲
に
使
わ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
か
つ
調
合
す
る
場
合
も
一
度
に
量
多
く
調
合
せ
ず
、
作
業
の
都
度
、
小
ま
め
に
調
合
し
、
作
業
す
る
手
順
が
求
め
ら
れ
た
よ
う
だ
。
こ
の
点
は
日
本
海
に
み
る
漆
接
合
の
漆
の
扱
い
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
黒
砂
糖
①
②
⑥
や
白
砂
糖
⑥
が
配
合
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
主
に
南
西
諸
島
で
生
産
さ
れ
る
黒
砂
糖
の
製
造
に
は
凝
固
剤
と
し
て
石
灰
が
使
わ
れ
る
。
絞
り
出
さ
れ
た
液
状
の
黒
砂
糖
は
酸
性
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
で
は
固
ま
ら
な
い
。
そ
こ
に
ア
ル
カ
リ
性
の
石
灰
を
加
え
る
こ
と
で
化
学
反
応
が
お
き
凝
固
す
る
。
『
奄
美
生
活
誌
』に
よ
れ
ば
、
石
灰
は
枝
珊
瑚
を
焼
い
て
作
り
、
石
灰
の
分
量
は
、
砂
糖
の
出
来
不
出
来
を
大
き
く
左
右
し
、
誤
っ
て
砂
糖
を
だ
め
に
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う〔
恵
原
一
九
七
三
：
九
八
〕。
石
灰
を
入
れ
す
ぎ
る
と
苦
み
が
出
て
味
が
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悪
く
な
る
。
少
な
す
ぎ
て
も
固
ま
ら
な
い
と
い
う
よ
う
に
そ
の
加
減
が
難
し
か
っ
た
。
書
附
に
み
る
漆
喰
拵
え
の
砂
糖
の
役
割
は
、
砂
糖
を
固
め
る
た
め
に
石
灰
を
入
れ
る
の
と
ち
ょ
う
ど
逆
で
あ
る
。
ア
ル
カ
リ
性
の
石
灰
に
、
酸
性
の
砂
糖
を
混
ぜ
る
こ
と
で
中
和
さ
せ
、
早
く
固
ま
ら
な
い
よ
う
適
度
な
柔
ら
か
さ
を
え
る
効
果
を
ね
ら
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。つ
ま
り
魚
油
や
松
脂
は
耐
水
と
粘
性
を
え
る
素
材
で
あ
り
、
塩
や
砂
糖
が
硬
さ
の
調
節
に
か
か
わ
る
素
材
で
あ
っ
た
と
み
る
。
ど
れ
ほ
ど
の
科
学
的
根
拠
が
あ
り
、
ど
の
程
度
末
長
く
技
と
し
て
継
承
し
え
た
か
、
但
書
き
の
配
合
の
解
釈
等
を
含
め
ま
だ
不
明
な
部
分
も
多
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
配
合
加
減
こ
そ
不
断
の
試
行
の
結
果
、
記
憶
し
て
お
く
べ
き
技
で
あ
り
、
書
附
け
て
伝
授
す
べ
き
も
の
だ
っ
た
の
だ
。
三　
近
世
文
書
に
み
る
船
の
漆
喰
使
い
で
は
近
世
期
の
日
本
列
島
で
、
木
造
船
建
造
に
み
る
漆
喰
使
い
は
ど
の
程
度
広
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
冒
頭
で
造
船
文
書
で
は
珍
し
い
記
述
と
述
べ
た
と
お
り
、
近
世
弁
才
船
の
建
造
技
術
で
も
漆
喰
使
い
は
広
く
普
及
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
宝
暦
一
一
年
（
一
七
六
一
）
成
立
の
大
坂
の
船
匠
金
沢
兼
光
が
著
し
た
和
船
の
百
科
全
書
で
あ
る
『
和
漢
船
用
集
』
に
は
造
船
道
具
に
関
す
る
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。
各
種
船
釘
や
斧
・
ノ
ミ
・
口
引
き
そ
の
他
の
専
門
的
な
道
具
群
と
水
密
を
保
つ
た
め
の
充
填
材
と
し
て
槙
縄
は
登
場
す
る
が
、
和
船
に
関
す
る
漆
喰
の
記
載
は
な
い
。
ま
た
日
本
海
沿
岸
に
特
徴
的
だ
っ
た
接
着
剤
と
し
て
の
漆
も
登
場
し
な
い
。
近
世
大
坂
に
お
け
る
木
造
船
技
術
で
は
充
填
・
接
着
に
漆
喰
や
漆
を
常
用
す
る
こ
と
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
槙
縄
が
中
心
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
の
浦
賀
同
心
組
頭
今
西
幸
蔵
に
よ
る
「
今
西
氏
家
舶
縄
墨
私
記
坤
」
に
も
弁
才
船
で
は
、「
木
撓だ
め
・
摺
り
合
に
念
を
入
」、
新
造
後
六
、
七
年
目
で
「
惣
鑿のみ
打
」、
関
連
材
料
に
は
「
槙
縄　
壹
籠
」
と
登
場
す
る
。
続
く
押
送
船
、
テ
ン
ト
ウ
な
ど
の
漁
船
の
記
述
で
も
、「
刷
地
は
刷
口
を
能
く
干
、
金
槌
に
て
打
。
是
を
職
人
言こと
ばに
木
こ
ろ
し
と
言
」
と
あ
る
。
そ
し
て
「
釘
頭
に
板
銅
を
入
る
を
入
頭
と
言
」
と
す
る
〔
今
西
一
八
一
三
：
六
四
九
、六
五
〇
、六
五
七
〕。
「
今
西
氏
家
舶
縄
墨
私
記
坤
」
に
登
場
す
る
摺
り
合
わ
せ
と
は
、
釘
う
ち
の
前
に
ス
リ
ノ
コ
で
板
の
ハ
ギ
目
を
繰
り
返
し
す
り
合
わ
せ
、
接
合
面
の
密
着
度
を
高
め
て
水
密
を
は
か
る
作
業
で
あ
る
。
和
船
建
造
で
は
ノ
コ
目
の
種
類
を
替
え
、
こ
の
作
業
を
丁
寧
に
行
う
こ
と
で
淦
の
も
ら
な
い
船
体
を
完
成
さ
せ
る
造
船
工
程
と
し
て
総
じ
て
大
変
重
視
さ
れ
て
き
た
。「
木
殺
し
」
も
ま
た
、
ス
リ
ア
ワ
セ
の
あ
と
に
水
密
を
は
か
る
作
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ
れ
は
接
合
面
を
金
槌
で
た
た
き
収
縮
さ
せ
て
お
く
作
業
で
あ
り
、
進
水
後
、
船
板
が
水
分
を
含
ん
で
膨
張
す
る
と
、
接
合
面
の
密
着
度
は
増
し
、一
層
防
水
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。「
ス
リ
ア
ワ
セ
」「
木
殺
し
」
は
、
現
代
の
木
造
船
建
造
で
も
通
用
す
る
船
大
工
言
葉
で
あ
り
、
作
業
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
業
道
具
と
し
て
ス
リ
ア
ワ
セ
に
は
ス
リ
ノ
コ
、
木
殺
し
に
は
金
槌
、
釘
う
ち
後
の
ハ
ギ
目
に
マ
キ
や
ヒ
ノ
キ
の
内
皮
を
縄
状
し
た
マ
キ
ナ
ワ
（
マ
キ
ハ
ダ
・
ヒ
ワ
ダ
）
を
う
ち
入
れ
る
槙
縄
う
ち
に
は
ノ
ミ
が
使
わ
れ
た
。
釘
頭
に
は
、
板
銅
を
入
れ
る
の
を
入
頭
と
呼
び
、
銅
板
を
貼
る
こ
と
で
腐
食
止
め
と
し
た
。
銅
板
は
水
に
塗
れ
て
も
板
や
釘
を
腐
ら
せ
る
こ
と
が
な
い
。
銅
板
を
は
ぐ
と
美
し
い
木
目
が
そ
の
ま
ま
表
れ
る
ほ
ど
腐
食
止
め
の
効
果
が
高
い
こ
と
は
、
民
俗
事
例
で
も
し
ば
し
ば
実
見
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
今
西
は
越
前
三
国
に
は
ハ
カ
イ
ソ
ウ
と
呼
ぶ
異
形
の
船
が
あ
り
、
船
体
や
装
備
に
違
い
は
あ
る
が
、
委
細
は
知
ら
な
い
と
述
べ
る
〔
今
西
一
八
一
三
：
六
四
九
〕。
す
な
わ
ち
地
域
に
よ
っ
て
違
う
形
が
存
在
す
る
こ
と
を
理
解
は
し
て
い
た
が
、
浦
賀
や
大
坂
の
造
船
拠
点
で
建
造
さ
れ
る
弁
才
船
で
は
槙
縄
（
槙
肌
）
う
ち
に
木
殺
し
や
ス
リ
ア
ワ
セ
が
加
わ
っ
て
、
書
附
に
あ
る
よ
う
な
漆
喰
や
日
本
海
側
の
漆
接
合
と
は
異
な
る
技
法
が
実
践
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
で
は
、
漆
喰
は
対
馬
に
限
定
さ
れ
た
技
法
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
興
味
深
い
こ
と
に
、
九
州
に
は
、
対
馬
の
中
村
家
文
書
の
書
附
以
外
に
も
船
に
漆
喰
を
使
っ
た
と
み
ら
れ
る
史
料
が
存
在
す
る
。
東
シ
ナ
海
に
面
す
る
薩
摩
藩
の
直
轄
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軍
港
が
設
け
ら
れ
て
い
た
川
内
川
河
口
の
久
見
崎
で
、
代
々
船
大
工
を
務
め
た
棟
梁
家
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
樗
木
文
書
で
あ
る
。
現
在
、
鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市
の
川
内
歴
史
資
料
館
が
所
蔵
し
て
お
り
、
文
書
・
差
図
・
道
具
類
な
ど
五
七
五
点
が
一
九
九
五
年
国
の
重
要
文
化
財
の
指
定
を
う
け
て
い
る
。
樗
木
文
書
は
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
か
ら
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
ま
で
の
一
四
五
年
間
の
造
船
文
書
で
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
を
上
限
と
す
る
惣
船
大
工
・
樗
木
七
郎
右
衛
門
の
史
料
を
主
体
と
し
、
そ
れ
以
前
は
七
郎
右
衛
門
の
師
で
あ
っ
た
長
崎
家
の
史
料
群
と
な
っ
て
い
る
〔
文
化
庁
・
国
指
定
文
化
財
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
〕。
対
馬
の
書
附
は
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
以
降
の
享
保
年
間
あ
た
り
と
み
ら
れ
る
の
で
、
樗
木
文
書
で
い
え
ば
年
代
的
に
は
長
崎
家
段
階
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
ず
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
御
座
住
吉
丸
萬
入
目
綱
帳
留
で
は
、「
四
拾
三
匁
ふ
か
油
六
拾
七
盃
半
代　
但
壱
盃
ニ
付
七
分
ツ
　ゝ
・
・
・（
略
）・
・
・　
拾
壱
匁
槙
肌
五
拾
把
代　
但
十
わ
ニ
付
弐
匁
弐
分
直
成
・
・
・（
略
）・
・
・
百
弐
拾
匁　
漆
壱
貫
八
百
匁
代　
但
銀
壱
匁
ニ
付
漆
十
五
匁
直
成　
三
匁
五
分
し（
醤や
う麩
）ふ
五
什
代　
但
壱
升
ニ
付
七
分
直
成
」〔
川
内
市
歴
史
博
物
館
一
九
九
一
：
九
九
―
一
〇
〇
〕
の
よ
う
に
ふ
か
油
や
槙
肌
、
漆
や
し
ょ
う
ぶ
が
登
場
す
る
。
漆
喰
と
み
ら
れ
る
記
述
は
、
元
禄
十
三
年（
一
七
〇
〇
）の
御
座
住
吉
丸
萬
入
目
綱
帳
に
あ
り
、
建
造
に
必
要
と
な
っ
た
品
目
や
人
数
等
の
記
載
の
な
か
で
、
釘
に
続
き
、
「
一
鰹
之
油　
八
拾
壱
盃
、　
一
地
槙
肌　
十
五
わ
、
一
醤
麩　
壱
斗
三
升
、
一
白
灰
壱
斛こく
、
一
こ
し
漆　
五
百
五
拾
五
匁
、」〔
川
内
市
歴
史
博
物
館
一
九
九
一
：
一
二
一
〕
と
あ
ら
わ
れ
る
。
醤
麩
と
は
、
正
麩
（
漿
麩
）の
こ
と
で
、
小
麦
粉
か
ら
と
り
だ
し
た
グ
ル
テ
ン
を
粘
糊
剤
と
し
て
使
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
漆
の
使
用
は
本
州
日
本
海
沿
岸
で
オ
モ
キ
造
り
に
長
く
継
承
さ
れ
て
き
た
よ
う
に〔
出
口
・
出
口
二
〇
〇
四
〕、
接
合
面
の
接
着
剤
と
し
て
の
役
割
な
の
か
、
そ
れ
と
も
船
体
や
屋
形
の
塗
料
と
し
て
利
用
さ
れ
た
か
は
、
に
わ
か
に
は
判
明
し
が
た
い
。
漆
の
粘
り
の
調
整
に
は
小
麦
粉
が
使
わ
れ
る
の
で
、
正
麩
は
漆
と
あ
わ
せ
て
使
わ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
延
享
五
年
（
一
七
四
七
）
の
御
座
住
吉
丸
萬
留
帳
幷
釘
賦
で
は
「
一
槙
肌
四
束
弐
拾
房
、
一
魚
油
八
拾
七
盃
」〔
川
内
市
歴
史
博
物
館
一
九
九
一
：
一
五
四
〕、
樗
木
七
郎
右
衛
門
の
代
に
綴
ら
れ
た
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
御
添
御
座
青
龍
丸
出
来
ニ
召
仕
候
釘
留
帳
で
は
、「
一
白
灰　
壱
石
五
斗
、
一
ふ
か
之
油
六
拾
弐
盃
、
一
槙
肌
百
六
拾
抱
」〔
川
内
市
歴
史
博
物
館
一
九
九
一
：
一
八
二
〕
と
あ
る
。
ま
た
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
の
小
早
七
反
帆
同
六
反
帆
鯨
船
新
出
来
釘
賦
大
工
木
引
賦
帳
に
は
、
各
種
釘
に
続
き
、「
一
ふ
か
油　
拾
五
盃
、
一
白
灰　
三
斗
、
一
槙
肌　
四
拾
房
」〔
川
内
市
歴
史
博
物
館
一
九
九
一
：
一
〇
五
七
〕
と
あ
る
。
マ
キ
ハ
ダ
を
ノ
ミ
で
、
釘
接
合
し
た
あ
と
の
板
ど
う
し
の
隙
間
に
詰
め
て
い
く
作
業
は
、
油
で
ノ
ミ
の
す
べ
り
を
よ
く
し
て
入
れ
込
む
方
法
が
民
俗
事
例
で
は
み
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、マ
キ
ハ
ダ
う
ち
に
も
若
干
の
油
は
必
要
と
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
槙
肌
と
と
も
に
白
灰
、
フ
カ
油
の
記
述
は
樗
木
文
書
に
そ
の
後
も
繰
り
返
し
登
場
す
る
。
し
か
も
そ
の
記
述
が
対
馬
の
書
附
よ
り
古
い
年
代
か
ら
み
ら
れ
る
点
も
注
目
に
値
す
る
。
さ
ら
に
樗
木
文
書
で
は
、
槙
肌
と
と
も
に
白
灰
と
魚
油
に
よ
る
漆
喰
に
加
え
、
と
き
に
漆
の
使
用
、
ま
た
正
麩
や
硫
磺
が
前
後
し
て
加
わ
る
記
載
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
関
拾
参
反
帆
御
造
立
諸
入
具
賦
留
帳
〔
川
内
市
歴
史
博
物
館
一
九
九
一
：
四
八
三
〕
に
は
「
一
槙
肌
三
束　
一
ふ
か
油
三
拾
盃　
一
白
灰
五
斗
六
升　
一
硫
磺
八
斤
」
と
あ
る
。
享
保
十
三
（
一
七
二
八
）
御
座
青
龍
丸
御
造
替
諸
入
目
綱
帳
で
は
、「
一
し
ゃ
う
ふ　
八
升
、
一
魚
之
油　
百
六
拾
壱
盃
、
一
白
灰　
弐
百
壱
斗
、
一
杉
包
板　
五
枚
、
一
中
小
蝋　
弐
拾
五
丁
、
一
漆　
四
貫
百
五
拾
目
、
一
棕
梠
皮　
百
枚
、
一
小
麦
之
粉　
五
升
五
合
、・・・（
略
）・・・
一
槙
肌　
百
五
把
」〔
川
内
市
歴
史
博
物
館
一
九
九
一
：
一
四
四
七
〕
と
あ
る
。
と
く
に
白
灰
と
硫
磺
の
混
合
は
、
防
虫
・
防
腐
効
果
を
高
め
る
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
論
で
は
樗
木
文
書
す
べ
て
の
事
例
を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
対
馬
と
川
内
と
い
う
二
つ
の
造
船
拠
点
に
み
る
近
い
時
代
の
記
録
か
ら
、
近
世
中
期
の
九
州
東
シ
ナ
海
沿
岸
で
は
、
石
灰
質
の
白
灰
や
白
土
と
フ
カ
油
（
も
し
く
は
魚
油
）
を
基
本
と
す
る
漆
喰
が
造
船
時
の
充
填
材
料
と
し
て
定
着
し
て
い
た
と
推
察
で
き
る
の
だ
。
そ
こ
に
砂
糖
（
対
馬
文
書
）
や
硫
磺
（
樗
木
文
書
）
な
ど
様
々
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な
材
料
の
調
合
が
試
さ
れ
も
し
、
造
船
技
法
と
し
て
知
恵
が
絞
ら
れ
て
い
く
段
階
に
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
樗
木
文
書
で
は
、
漆
喰
の
基
本
と
な
る
材
料
は
白
灰
と
し
、
対
馬
文
書
で
は
白
土
と
表
現
が
異
な
る
。
白
灰
は
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
熊
本
に
造
ら
れ
た
水
路
橋
・
通
潤
橋
の
漆
喰
に
も
使
わ
れ
て
お
り
、
近
世
中
後
期
の
九
州
南
部
で
は
広
く
用
語
と
し
て
定
着
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
白
土
や
白
灰
の
成
分
や
製
法
、
ま
た
フ
カ
油
の
計
量
に
使
わ
れ
る
盃
の
大
き
さ
、
材
料
の
配
合
内
容
等
、
そ
の
詳
細
は
、
今
後
の
検
討
に
譲
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
船
造
り
に
み
る
漆
喰
は
、
次
に
述
べ
る
民
俗
事
例
に
照
ら
し
て
み
る
と
、
東
シ
ナ
海
沿
岸
に
顕
著
な
文
化
で
あ
る
と
い
う
推
察
が
一
層
確
信
へ
と
近
づ
い
て
い
く
。
四　
漆
喰
使
い
の
民
俗
事
例
木
造
船
建
造
に
み
る
漆
喰
使
い
の
民
俗
事
例
は
、
列
島
を
俯
瞰
す
る
と
そ
れ
ほ
ど
数
は
多
く
な
い
。
し
か
し
そ
れ
ら
を
拾
い
あ
げ
て
み
た
と
き
、
先
の
二
つ
の
近
世
文
書
を
補
完
す
る
か
の
よ
う
に
き
わ
だ
っ
た
地
域
的
傾
向
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
す
な
わ
ち
、
漆
喰
使
い
は
列
島
の
な
か
で
も
東
シ
ナ
海
沿
岸
に
偏
っ
た
分
布
を
示
す
か
ら
だ
。
早
速
例
示
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
志
賀
島
西
部
の
福
岡
県
福
岡
市
東
区
弘
は
、
船
大
工
の
歴
史
が
古
く
、
江
戸
時
代
に
は
黒
田
藩
の
御
用
船
を
建
造
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
唯
一
残
っ
た
昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
生
ま
れ
の
船
大
工
・
今
泉
募
氏
は
、
和
船
や
西
洋
型
船
の
建
造
を
手
が
け
て
き
た
。
板
と
板
の
は
ぎ
め
を
ス
リ
ノ
コ
で
す
り
合
わ
せ
、
船
釘
で
止
め
た
あ
と
、
マ
キ
ハ
ダ
を
う
っ
て
水
密
を
は
か
る
。
そ
の
あ
と
釘
穴
を
塞
ぐ
た
め
に
は
パ
テ
を
用
い
た
。
パ
テ
は
石
灰
と
亜
麻
仁
油
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
白
い
柔
ら
か
な
塊
で
あ
っ
た
〔
福
岡
県
教
育
委
員
会
一
九
九
〇
：
四
八
〕。
亜
麻
の
種
子
か
ら
搾
っ
た
亜
麻
仁
油
は
木
製
品
の
仕
上
げ
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
、
木
に
な
じ
み
や
す
く
船
の
漆
喰
の
原
料
に
も
使
わ
れ
た
の
だ
。
漁
村
民
俗
学
者
・
桜
田
勝
徳
の
「
肥
後
め
ぐ
り
」
に
は
以
下
の
よ
う
な
内
容
記
述
が
あ
る
。
　
九
州
・
熊
本
南
部
の
日
奈
久
（
八
代
市
）
あ
た
り
で
は
、
ゴ
ロ
リ
や
モ
マ
ブ
ネ
な
ど
木
造
船
の
船
タ
デ
の
あ
と
に
、
釘
穴
に
漆
喰
を
塗
っ
た
。
船
釘
の
頭
は
打
っ
た
場
所
に
三
分
か
ら
四
分
の
窪
み
が
で
き
る
。
そ
の
窪
ん
だ
穴
に
漆
喰
を
塗
っ
た
。
漆
喰
は
イ
シ
灰
（
ま
た
は
シ
ラ
灰
）
に
エ
イ
の
魚
油
か
鱶
の
油
、
そ
れ
に
麻
の
苧
の
刻
ん
だ
も
の
を
混
ぜ
て
造
っ
た
。
船
タ
デ
の
材
料
は
松
か
ス
ギ
の
葉
で
、
船
ダ
テ
は
一
か
月
に
二
度
行
う
必
要
が
あ
っ
た
〔
桜
田
一
九
三
四
：
一
四
五
〕。
こ
こ
に
樗
木
文
書
の
漆
喰
の
材
料
と
し
て
の
白
灰
と
鱶
油
が
登
場
す
る
。
船
タ
デ
と
は
、
フ
ナ
ク
イ
ム
シ
に
食
害
さ
れ
な
い
よ
う
、
ま
た
フ
ジ
ツ
ボ
な
ど
の
貝
殻
が
船
底
に
付
着
し
、
船
が
傷
ま
な
い
よ
う
、
浜
で
カ
ワ
ラ
（
船
底
）
を
い
ぶ
り
、
養
生
す
る
作
業
で
、
外
側
に
Ｆ
Ｒ
Ｐ
（
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
や
腐
食
塗
料
を
塗
る
こ
と
の
な
か
っ
た
高
度
経
済
成
長
期
こ
ろ
ま
で
の
木
造
船
時
代
に
は
と
く
に
必
要
と
さ
れ
た
補
修
方
法
で
あ
っ
た
。
漆
喰
も
新
造
時
の
み
な
ら
ず
、
養
生
の
方
法
と
し
て
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
今
日
、
熊
本
の
港
を
あ
る
い
て
も
木
造
船
の
姿
を
発
見
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
た
が
、
幸
い
熊
本
県
天
草
市
牛
深
の
道
の
駅
・
う
し
ぶ
か
海
彩
館
で
は
釘
頭
に
漆
喰
を
つ
め
て
い
る
現
物
漁
船
を
間
近
に
観
察
で
き
る
（
写
真
3
）。
鰹
船
や
薩
摩
型
の
釣
船
な
ど
牛
深
で
使
わ
れ
て
き
た
代
表
的
な
木
造
船
が
資
料
館
の
室
内
に
一
艘
、
屋
根
つ
き
野
外
に
十
二
艘
計
十
三
艘
展
示
さ
れ
て
お
り
、
平
成
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年
（
一
九
九
四
）
こ
ろ
、
当
時
の
牛
深
市
長
の
肝
い
り
で
五
千
万
円
を
投
じ
展
示
用
に
新
造
さ
れ
た
と
い
う
。
一
般
的
な
観
光
資
源
に
は
な
り
に
く
い
こ
と
や
施
設
の
雨
漏
り
な
ど
も
あ
っ
て
、
現
在
こ
の
漁
船
民
俗
資
料
は
、
廃
校
に
な
っ
た
学
校
へ
の
移
転
も
検
討
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
漆
喰
は
近
世
と
同
じ
製
法
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
す
べ
て
の
木
造
船
に
漆
喰
は
施
さ
れ
て
い
る
。
使
用
場
所
は
、
上
棚
と
カ
ジ
キ
接
合
部
の
釘
頭
、
上
部
甲
板
の
丸
釘
や
材
の
ひ
び
わ
れ
、
水
漏
れ
し
や
す
い
死
に
節
、
舳
材
と
棚
板
（
舷
側
板
）
の
合
わ
せ
目
な
ど
で
あ
り
、
本
州
日
本
海
側
に
み
る
漆
同
様
、
淦
止
め
の
役
割
を
も
っ
て
使
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
観
察
で
き
る
。
新
造
時
に
船
釘
の
頭
に
漆
喰
を
塗
る
方
法
は
、
こ
の
ほ
か
鹿
児
島
県
ト
カ
ラ
列
島
口
之
島
の
マ
ル
キ
ブ
ネ
に
も
そ
の
報
告
が
あ
る
。
マ
ル
キ
ブ
ネ
は
だ
い
た
い
白
木
で
あ
る
が
、
カ
ワ
ラ
（
船
底
材
）
に
鱶
の
油
を
塗
り
、
船
釘
の
穴
に
は
鱶
油
と
石
灰
と
麻
屑
を
混
ぜ
た
漆
喰
を
塗
っ
た
と
い
う
〔
桜
田
一
九
三
四
：
三
五
四
〕。
ト
カ
ラ
の
マ
ル
キ
ブ
ネ
は
左
右
二
本
の
刳
り
ぬ
き
部
材
を
基
本
に
船
底
に
板
を
入
れ
、舷
側
上
部
に
板
を
継
ぎ
足
し
た
ず
ん
ぐ
り
し
た
独
特
の
形
状
の
木
造
船
で
あ
る
。
建
造
さ
れ
た
の
は
ト
カ
ラ
列
島
の
な
か
で
も
中
之
島
と
口
之
島
で
あ
り
、
他
の
悪
石
島
や
臥
蛇
島
（
現
在
無
人
島
）
な
ど
、
船
大
工
の
い
な
い
島
で
は
中
之
島
か
口
之
島
に
註
文
し
、
調
達
し
て
き
た
。
ト
カ
ラ
列
島
平
島
で
も
同
様
に
漆
喰
が
使
わ
れ
、
材
を
は
ぎ
合
わ
せ
た
船
釘
の
頭
に
塗
る
シ
ッ
ク
イ
を
シ
ッ
キ
リ
と
呼
ん
だ
〔
桜
田
一
九
三
四
、三
七
一
〕。
建
造
時
の
漆
喰
は
、
上
記
の
よ
う
な
釘
頭
だ
け
で
な
く
、
材
と
材
の
接
合
面
に
用
い
た
。
鳥
越
皓
之
・
樋
口
健
二
は
、
最
後
の
マ
ル
キ
ブ
ネ
の
建
造
記
録
で
次
の
よ
う
に
示
す
。
中
之
島
で
は
部
材
ど
う
し
を
接
合
す
る
さ
い
、
ま
ず
接
合
面
が
密
に
な
る
よ
う
ノ
コ
で
す
り
合
わ
せ
、
船
釘
で
止
め
る
。
そ
し
て
海
水
が
入
ら
な
い
よ
う
、
接
合
面
に
マ
キ
ハ
ダ
（
杉
の
内
皮
を
縄
状
に
し
た
も
の
）
を
詰
め
る
。
さ
ら
に
焼
い
た
サ
ン
ゴ
と
植
物
の
繊
維
を
用
意
し
、
そ
の
中
に
油
を
入
れ
て
臼
で
砕
き
、
パ
テ
状
に
し
た
も
の
を
接
合
部
に
塗
っ
た
。
仕
上
げ
に
は
鱶
の
油
を
船
底
に
塗
っ
た
。
鱶
の
油
の
か
わ
り
に
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
の
廃
油
を
使
う
こ
と
も
あ
っ
た
〔
鳥
越
・
樋
口
一
九
八
一
：
三
三
〕。
船
に
使
わ
れ
る
漆
喰
は
、
九
〇
年
以
上
前
、
民
俗
学
者
・
柳
田
国
男
も
沖
縄
で
実
見
し
て
い
た
。『
海
南
小
記
』
に
よ
れ
ば
、
沖
縄
で
は
刳
舟
の
縁
に
他
の
材
を
綴
じ
つ
け
て
形
を
造
り
、そ
の
隙
間
を
白
い
漆
喰
で
と
め
て
お
り
、よ
っ
て
ト
ジ
ブ
ネ
（
綴
舟
）
の
名
が
あ
っ
た
と
す
る
〔
柳
田
一
九
二
五
：
三
五
一
〕。
ま
た
奄
美
諸
島
の
喜
界
島
で
は
、
同
島
生
ま
れ
の
拵
嘉
一
郎
が
『
喜
界
島
風
土
記
』
の
な
か
で
大
正
・
昭
和
の
は
じ
め
の
板
付
け
舟
の
漆
喰
に
ふ
れ
る
。
船
釘
で
と
め
た
板
の
合
わ
せ
目
に
は
植
物
の
繊
維
と
油
と
一
種
の
漆
喰
で
練
っ
た
パ
テ
状
の
も
の
を
埋
め
込
ん
で
浸
水
を
防
ぐ
方
法
が
と
ら
れ
て
い
た
が
、
昭
和
七
、八
年
こ
ろ
に
な
っ
て
コ
ー
ル
タ
ー
ル
を
船
底
や
側
面
の
合
わ
せ
目
に
流
し
込
む
方
法
も
併
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
〔
拵
一
九
九
〇
：
五
〇
〕。
奄
美
市
立
資
料
館
に
現
存
す
る
ス
ブ
ネ
（
刳
舟
）
で
は
、
筆
者
自
身
、
針
金
に
よ
る
綴
じ
付
け
や
縄
状
の
植
物
繊
維
の
詰
め
物
と
あ
わ
せ
、
白
い
漆
喰
に
よ
る
補
修
箇
所
を
実
見
し
て
い
る
（
写
真
4
）。
ま
た
鱶
油
を
木
造
の
船
体
に
塗
布
し
、
も
ち
を
よ
く
す
る
方
法
は
、
民
俗
事
例
で
は
、
沖
縄
に
そ
の
報
告
が
多
く
、
奄
美
で
も
見
ら
れ
た
。
船
を
も
た
せ
る
に
は
魚
油
の
な
か
で
も
「
鱶
油
が
よ
い
」。
こ
の
評
価
は
、
奄
美
で
は
沖
縄
糸
満
の
海
人
か
ら
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教
え
ら
れ
た
と
い
う
。
サ
バ
ニ
の
ア
イ
ノ
コ
舟
の
建
造
時
に
塗
る
よ
う
に
な
っ
た
。
油
分
を
含
む
松
や
桧
は
鱶
油
を
飲
ま
な
い
が
、
杉
材
は
鱶
油
を
よ
く
「
飲
ん
だ
」
と
い
う
〔
中
村
二
〇
〇
五
：
一
三
九
〕。
沖
縄
本
島
・
糸
満
の
サ
バ
ニ
は
、
江
戸
時
代
後
期
、
宮
崎
産
の
飫
肥
杉
な
ど
を
用
い
て
ハ
ギ
船
化
し
て
い
く
が
、
杉
材
と
鱶
油
は
相
性
の
よ
い
関
係
で
あ
り
、
そ
の
親
和
性
と
入
手
し
や
す
い
産
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
漆
喰
に
も
鱶
油
が
使
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
沖
縄
平
安
座
（
う
る
ま
市
）
の
若
手
船
大
工
・
越
來
勇
喜
氏
に
よ
れ
ば
、
沖
縄
で
は
板
と
板
の
接
ぎ
目
に
水
密
を
保
つ
パ
テ
状
の
充
填
材
を
モ
チ
（
ム
チ
）
と
呼
び
、
か
つ
て
用
い
て
い
た
こ
と
は
古
参
の
船
大
工
か
ら
話
に
聞
い
て
い
る
と
い
う
。
沖
縄
で
は
岩
石
で
は
な
く
、
貝
や
サ
ン
ゴ
を
焼
き
、
砕
い
て
粉
に
し
た
も
の
を
主
原
料
に
、
ワ
ラ
を
混
ぜ
て
練
り
合
わ
せ
た
。
混
ぜ
合
わ
せ
る
油
に
つ
い
て
は
十
分
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
植
物
の
繊
維
を
砕
い
た
も
の
を
ワ
ラ
と
呼
び
、
ホ
ー
コ
ン
な
ど
の
繊
維
状
の
も
の
が
使
わ
れ
た
と
い
う
。沖
縄
の
古
い
サ
バ
ニ
を
観
察
す
る
と
、
継
ぎ
目
や
釘
頭
に
白
く
石
灰
質
が
固
ま
っ
た
漆
喰
使
い
が
み
ら
れ
、
モ
チ
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
実
見
で
き
る
（
写
真
5
）。
ま
た
、
船
体
へ
の
鱶
油
の
塗
布
は
船
の
防
腐
効
果
を
あ
げ
る
技
術
と
し
て
、
沖
縄
の
サ
バ
ニ
で
は
長
く
継
承
さ
れ
て
き
た
。『
糸
満
の
民
俗
』
に
よ
れ
ば
、
一
九
七
〇
年
代
で
も
サ
バ
ニ
に
は
鱶
油
を
船
体
に
塗
り
、
戦
前
に
は
一
月
に
一
回
塗
る
人
も
い
た
と
い
う
。
必
ず
鱶
油
と
は
限
ら
ず
、
天
ぷ
ら
油
を
塗
る
こ
と
も
あ
り
、
竹
や
ワ
ラ
の
火
で
船
底
を
あ
ぶ
り
、
油
を
塗
る
と
効
果
的
だ
っ
た
〔
沖
縄
県
教
育
委
員
会
一
九
七
四
：
二
九
〕。
沖
縄
県
宮
古
諸
島
・
池
間
島
の
船
大
工
に
よ
れ
ば
、
サ
バ
ニ
に
鱶
油
を
染
み
込
ま
せ
る
こ
と
を
や
は
り
「
油
を
飲
ま
せ
る
」
と
表
現
し
て
い
る
〔
安
本
二
〇
〇
三
：
一
四
七
〕。
浸
透
性
の
高
い
鱶
油
は
飲
み
干
す
よ
う
に
ぐ
い
ぐ
い
木
目
に
吸
い
込
ま
れ
た
。
乾
燥
し
た
サ
バ
ニ
に
は
布
で
何
度
も
鱶
油
を
塗
っ
た
。
池
間
島
に
は
鱶
油
を
販
売
す
る
人
は
お
ら
ず
、
漁
師
が
自
分
で
拵
え
た
。
一
方
、
石
垣
島
で
は
鱶
油
を
商
売
に
す
る
人
が
い
た
。
と
れ
た
て
の
肝
臓
を
木
に
ぶ
ら
さ
げ
、
水
分
を
ぬ
き
、
鍋
で
煮
て
、
残
る
水
分
を
煮
こ
ぼ
す
。
純
度
の
高
い
鱶
油
は
、
透
明
に
輝
い
て
い
た
〔
安
本
二
〇
〇
三
：
一
四
八
〕。
ま
た
鍋
に
残
る
か
す
は
パ
テ
の
代
わ
り
に
な
り
、
板
ど
う
し
の
合
わ
せ
目
に
埋
め
て
い
た
と
い
う
。
揚
げ
油
を
代
用
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
魚
や
肉
の
エ
キ
ス
を
吸
っ
た
油
ほ
ど
船
体
の
補
強
に
は
向
い
て
い
る
と
さ
れ
〔
安
本
二
〇
〇
三
：
一
四
九
〕、
鱶
油
を
上
等
と
す
る
価
値
は
根
強
く
継
承
さ
れ
て
き
た
。
木
造
船
時
代
の
船
タ
デ
に
は
様
々
な
禁
忌
が
あ
り
、
鱶
油
の
使
用
に
も
呪
術
的
要
素
が
認
め
ら
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と『
分
類
漁
村
語
彙
』で
は
指
摘
す
る
が
〔
柳
田
・
倉
田
一
九
三
八
：
六
三
〕、
鱶
油
を
よ
し
と
す
る
評
価
に
は
以
上
の
よ
う
な
合
理
性
が
あ
っ
た
。
対
馬
で
は
近
現
代
、船
グ
ロ
ー
競
漕
な
ど
に
使
わ
れ
る
船
に
油
を
塗
る
さ
い
に
は
、
椿
油
や
鯨
油
、
コ
ー
ル
タ
ー
ル
が
使
用
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
船
体
を
軽
く
す
る
た
め
、
木
炭
を
炊
い
て
乾
か
し
、
椿
油
を
塗
っ
た
り
、
イ
カ
の
内
臓
を
炊
い
て
そ
の
油
を
塗
っ
た
り
し
た
と
い
う
〔
安
冨
二
〇
〇
四
：
八
五
―
八
六
、九
三
〕。
す
な
わ
ち
、
そ
の
後
の
対
馬
で
は
、
文
書
に
み
ら
れ
た
鱶
油
を
よ
し
と
す
る
評
価
と
実
践
は
す
で
に
く
ず
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
油
の
塗
布
は
、
船
体
に
つ
い
た
貝
殻
な
ど
を
除
去
し
、
フ
ナ
ク
イ
ム
シ
の
食
害
を
防
ぐ
船
た
で
の
作
業
と
合
わ
せ
ら
れ
、
船
を
も
た
せ
る
た
め
と
船
体
の
す
べ
り
を
よ
く
し
て
船
足
を
早
め
る
役
目
を
も
っ
て
続
け
ら
れ
て
い
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
鱶
油
を
含
む
民
俗
事
例
に
お
け
る
船
の
漆
喰
使
い
は
、
ト
カ
ラ
・
奄
美
・
沖
縄
島
嶼
部
を
含
め
た
九
州
地
方
東
シ
ナ
海
沿
い
に
顕
著
で
あ
る
。
よ
っ
て
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近
世
の
書
附
に
み
え
る
漆
喰
拵
え
は
、
九
州
・
東
シ
ナ
海
沿
岸
の
地
域
的
特
徴
を
反
映
し
て
い
た
と
判
断
さ
れ
る
。
対
馬
文
書
の
漆
喰
拵
え
が
享
保
五
年
以
降
、
一
七
二
〇
年
～
一
七
四
〇
年
代
こ
ろ
と
す
る
と
、
九
州
・
東
シ
ナ
海
沿
岸
に
醸
成
さ
れ
た
船
の
漆
喰
使
い
が
、
江
戸
時
代
中
期
に
は
対
馬
に
ま
で
到
達
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
よ
う
。
な
お
、
漆
喰
へ
の
砂
糖
の
調
合
は
、
管
見
す
る
限
り
、
対
馬
の
書
附
以
外
目
に
し
て
は
い
な
い
。
白
土
も
し
く
は
白
灰
に
鱶
油
と
い
う
基
本
の
調
合
は
、
東
シ
ナ
海
沿
岸
の
広
範
な
民
俗
事
例
に
引
き
継
が
れ
な
が
ら
、
砂
糖
の
調
合
は
薩
摩
や
沖
縄
な
ど
と
の
交
易
を
通
し
て
実
践
さ
れ
、
比
較
的
短
期
間
、
一
部
の
地
域
で
試
行
さ
れ
た
技
法
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
対
馬
で
は
近
代
以
降
、
他
所
か
ら
の
出
漁
者
が
増
加
し
、
造
船
に
お
い
て
も
広
島
な
ど
か
ら
の
船
大
工
の
移
入
が
増
え
た
〔
宮
本
一
九
八
七
：
二
五
九
〕。
書
附
に
み
る
漆
喰
拵
え
が
、
そ
の
後
対
馬
で
ど
れ
ほ
ど
長
く
続
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
書
附
の
な
か
の
わ
ず
か
な
記
述
で
あ
り
な
が
ら
、
漆
喰
拵
え
は
、
時
代
の
選
択
の
な
か
で
実
践
さ
れ
て
い
く
実
験
の
精
神
を
垣
間
見
せ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
五　
お
わ
り
に
―
中
国
の
ジ
ャ
ン
ク
ほ
か
海
外
の
諸
事
例
よ
り
古
来
、
板
を
は
ぎ
合
わ
せ
た
構
造
船
の
技
術
で
は
、
釘
等
の
接
合
法
と
あ
わ
せ
、
接
合
面
の
水
密
を
保
つ
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
て
き
た
。
ア
ラ
ブ
で
は
、
魚
油
が
上
部
舷
側
や
船
体
の
内
側
に
塗
ら
れ
る
一
方
、
喫
水
下
の
船
体
に
は
水
密
の
充
填
材
と
し
て
石
灰
と
オ
イ
ル
、
粘
着
性
を
高
め
る
樹
脂
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
も
の
が
使
わ
れ
て
き
た
。
石
灰
と
油
を
組
み
合
わ
せ
た
漆
喰
は
、
さ
ら
に
中
国
や
イ
ン
ド
な
ど
で
も
見
ら
れ
る
も
の
だ
〔M
cGrail1987:130
〕。
ベ
ト
ナ
ム
の
ト
ン
キ
ン
湾
な
ど
イ
ン
ド
シ
ナ
沿
岸
の
籠
船
で
は
、
牛
糞
と
コ
コ
ナ
ツ
オ
イ
ル
を
混
ぜ
た
も
の
を
塗
っ
て
船
体
の
水
密
を
確
保
し
て
き
た
〔N
ishim
ura1928
：39
〕。
ま
た
か
つ
て
は
籠
船
の
充
填
材
に
中
国
漆
を
お
が
く
ず
や
竹
の
繊
維
、
も
し
く
は
乾
か
し
た
牛
糞
な
ど
と
混
ぜ
合
わ
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
現
在
は
漆
が
高
価
す
ぎ
る
こ
と
や
、
漆
に
か
ぶ
れ
て
顔
が
腫
れ
る
な
ど
の
症
状
が
出
る
た
め
、
使
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。
ま
た
網
目
の
目
止
め
に
は
石
灰
が
使
わ
れ
た
が
、
現
在
は
ほ
と
ん
ど
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
塗
っ
て
目
止
め
さ
れ
て
い
る
と
い
う
〔Burningham
①1994①:234
〕。
他
方
、
中
国
で
は
、
ジ
ャ
ン
ク
や
サ
ン
パ
ン
な
ど
伝
統
的
木
造
船
の
建
造
に
、
充
填
材
と
し
て
石
灰
と
桐
油
、
麻
縄
な
ど
の
繊
維
を
混
ぜ
た
漆
喰
（
料
・
油
灰
）
が
古
く
か
ら
使
わ
れ
て
き
た
。
黄
海
に
面
し
た
山
東
省
の
蓬
莱
で
出
土
し
た
元
・
明
代
の
船
で
は
麻
の
繊
維
、
桐
油
、
白
灰
（
石
灰
）
を
混
ぜ
た
漆
喰
が
板
と
板
の
間
に
充
填
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
釘
孔
に
は
麻
の
繊
維
を
加
え
ず
に
桐
油
と
白
灰
を
混
ぜ
た
も
の
で
閉
じ
て
い
る
〔
山
東
省
文
物
考
古
研
究
所
・
烟
台
市
博
物
館
・
蓬
莱
市
文
物
局
二
〇
〇
六
：
四
五
、九
九
〕。
ち
な
み
に
中
国
に
お
け
る
白
灰
と
は
石
灰
の
こ
と
で
あ
り
、両
方
の
表
記
が
使
わ
れ
る
。
近
世
期
の
日
葡
辞
書
に
よ
れ
ば
、
九
州
地
方
で
も
白
灰
は
石
灰
を
さ
す
。
ま
た
沖
縄
方
言
で
も
白
灰
は
石
灰
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
樗
木
文
書
に
み
る
白
灰
は
中
国
由
来
の
表
現
が
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
て
い
た
と
み
な
し
う
る
。
白
灰
、
桐
油
に
よ
る
油
灰
が
、
釘
の
頭
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
例
は
、
隋
・
唐
代
と
み
ら
れ
る
上
海
浦
東
郊
区
出
土
の
川
船
で
報
告
さ
れ
て
い
る
〔
上
海
博
物
館
・
王
一
九
八
三
：
五
二
〕。
上
海
嘉
定
県
封
浜
出
土
の
宋
船
に
は
桐
油
、
石
灰
、
麻
屑
を
混
ぜ
た
も
の
が
板
の
隙
間
に
充
填
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
出
土
事
例
に
み
る
油
灰
は
、
基
本
的
に
近
代
の
当
地
の
造
船
技
法
と
材
料
や
方
法
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
〔
上
海
博
物
館
・
倪
一
九
七
九
：
三
四
〕。
ま
た
天
津
静
海
出
土
の
宋
船
に
お
い
て
は
釘
頭
す
べ
て
に
油
灰
を
つ
め
、
半
球
状
の
凸
状
を
な
し
て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
て
い
る
〔
天
津
市
文
物
管
理
処
一
九
八
三
：
五
七
〕。
桐
油
と
石
灰
を
基
本
と
す
る
漆
喰
（
油
灰
）
は
、
現
代
の
中
国
の
木
造
船
所
で
も
舟
山
や
福
建
、
杭
州
等
各
地
で
実
見
し
て
お
り
、
中
国
船
の
伝
統
技
法
と
し
て
広
く
長
く
か
つ
強
固
に
継
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
書
附
の
漆
喰
拵
え
に
登
場
し
た
白
土
は
、
石
灰
と
解
釈
し
て
よ
い
も
の
か
、
白
土
と
石
灰
は
、
時
代
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
れ
方
が
異
な
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
〔
角
田
二
〇
一
一
、二
〇
一
二
〕。
こ
の
187
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あ
た
り
は
な
お
検
討
課
題
と
し
て
残
る
も
の
の
、
書
附
に
み
る
漆
喰
は
、
東
シ
ナ
海
を
は
さ
ん
だ
以
上
の
よ
う
な
中
国
文
化
の
影
響
を
う
け
展
開
し
た
可
能
性
は
高
い
。
違
い
は
、
中
国
で
は
伝
統
的
に
植
物
性
の
桐
油
で
あ
り
、
桐
の
木
の
育
成
を
は
か
り
つ
つ
そ
の
生
産
が
続
け
ら
れ
て
き
た
の
に
た
い
し
、
書
附
等
の
漆
喰
は
桐
油
で
は
な
く
動
物
性
の
魚
油
な
ど
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
だ
。
し
か
も
鱶
油
を
よ
し
と
し
な
が
ら
代
用
が
認
め
ら
れ
、
時
代
と
と
も
に
変
動
し
た
。
つ
ま
り
中
国
の
漆
喰
技
法
を
そ
の
ま
ま
に
継
承
す
る
道
で
は
な
く
、
代
替
を
も
っ
て
九
州
沖
縄
の
東
シ
ナ
海
沿
岸
に
定
着
し
た
と
み
ら
れ
る
。
造
船
に
お
け
る
漆
喰
使
い
は
、
近
世
の
大
坂
や
浦
賀
か
ら
み
れ
ば
ロ
ー
カ
ル
な
技
法
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
中
国
を
含
め
た
東
シ
ナ
海
沿
岸
に
目
を
む
け
る
と
、
中
国
の
影
響
を
う
け
、
さ
ら
に
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
て
、
造
船
時
の
水
密
技
法
と
し
て
広
く
受
容
・
開
発
さ
れ
て
き
た
も
の
と
い
う
見
通
し
が
な
り
た
つ
。
以
上
の
よ
う
に
書
附
の
漆
喰
拵
え
は
、
い
さ
さ
か
短
い
文
面
な
が
ら
、
東
シ
ナ
海
の
広
範
な
交
易
圏
の
な
か
で
考
察
す
べ
き
船
の
文
化
で
あ
る
こ
と
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
示
唆
し
て
い
る
点
で
異
彩
を
放
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
荒
木
和
憲　
二
〇
一
八「
資
料
紹
介
：
長
崎
県
立
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵『
諸
船
長
サ
方
深
サ
書
附
』」
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
二
〇
九
、
一
八
九
―
二
一
七
頁
石
井
謙
治　
一
九
八
六
「
続
海
事
史
料
叢
書
第
十
巻
解
題
」
日
本
海
事
史
学
会
編
『
続
海
事
史
料
叢
書
』
一
〇
巻　
成
山
堂
書
店
今
西
幸
蔵　
一
八
一
三「
今
西
氏
家
舶
縄
墨
私
記
坤
」（
石
井
謙
治
解
題
、所
収　
谷
川
健
一
・
宮
本
常
一
・
原
口
虎
雄
編
一
九
七
〇
『
日
本
庶
民
生
活
資
料
集
成
』
一
〇
巻
、
三
一
書
房
、
六
四
七
―
六
七
一
頁
恵
原
義
盛　
一
九
七
三
『
奄
美
生
活
誌
』
木
耳
社
沖
縄
教
育
委
員
会　
一
九
七
四
『
糸
満
の
民
俗　
糸
満
漁
業
民
俗
資
料
緊
急
調
査
』
拵
嘉
一
郎　
一
九
九
〇
『
喜
界
島
風
土
記
』（
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
叢
書
一
）
平
凡
社
桜
田
勝
徳　
一
九
三
四
「
肥
後
め
ぐ
り
」（
再
録　
一
九
八
二
『
桜
田
勝
徳
著
作
集
』
七
巻
、
一
二
六
―
一
六
一
頁
）
　
　
　
　
　
一
九
三
四
「
十
島
巡
遊　
奄
美
大
島
」（
再
録①
一
九
八
二
『
桜
田
勝
徳
著
作
集
』
七
巻
、
三
四
一
―
三
九
七
頁
）
文
献
柴
田
恵
司　
一
九
七
九
a
「
対
馬
藩
造
船
関
係
文
書
に
つ
い
て
」
海
事
史
研
究
三
二
号　
五
三
―
七
一
頁
（
再
録　
日
韓
友
好
親
善
の
船
編　
一
九
八
七
『
絶
海
を
渡
る
』）
柴
田
恵
司　
一
九
七
九
b
「
長
崎
県
の
海
人
舟
」
長
崎
県
教
育
委
員
会『
長
崎
県
の
海
女（
海
士
）　
海
女
（
海
士
）
民
俗
文
化
財
特
定
調
査
』（
長
崎
県
文
化
財
調
査
報
告
書
42
）、
二
七
五
―
二
八
三
頁
川
内
市
歴
史
資
料
館
編　
一
九
九
一
『
樗
木
文
書
』
川
内
市
角
田
清
美　
二
〇
一
一
「
古
代
か
ら
中
世
前
期
に
お
け
る
石
灰
と
漆
喰
の
利
用
」『
専
修
人
文
論
集
』
八
八
、四
九
―
七
六
頁
①
二
〇
一
二
「
中
世
か
ら
近
世
に
お
け
る
石
灰
の
利
用
」『
専
修
人
文
論
集
』
九
〇
、一
四
九
―
一
八
七
頁①
①
出
口
晶
子
文　
出
口
正
登
写
真　
二
〇
〇
四
『
石
川
県
邑
知
潟
の
チ
ヂ
ブ
ネ
―
中
島
町
瀬
嵐
で
の
建
造
記
録
』
船
の
科
学
館
叢
書
（
二
）
鳥
越
皓
之
文　
樋
口
健
二
写
真　
一
九
八
一
『
最
後
の
丸
木
舟
―
海
の
文
化
史
』
御
茶
の
水
書
房
中
村
喬
次　
二
〇
〇
五
『
唄
う
舟
大
工
―
奄
美　
坪
山
豊
伝
』
南
日
本
新
聞
社
福
岡
県
教
育
委
員
会　
一
九
九
〇
『
福
岡
県
の
諸
職
』
宮
本
常
一　
一
九
八
七
『
対
馬
漁
業
史
』（
宮
本
常
一
集
二
六
巻
）
未
来
社
安
冨
俊
雄　
二
〇
〇
四
『
対
馬
の
く
ら
し
と
舟
競
漕
』
船
の
科
学
館
叢
書
（
三
）
安
本
千
夏　
二
〇
〇
三
『
潮
を
開
く
舟
サ
バ
ニ
―
舟
大
工
・
新
城
康
弘
の
世
界
』
南
山
舎
柳
田
国
男　
一
九
二
五
「
海
南
小
記
」（
再
録　
一
九
八
九『
柳
田
国
男
全
集
』一　
筑
摩
書
房
、
二
九
七
―
五
二
三
頁
）
柳
田
国
男
・
倉
田
一
郎　
一
九
三
八
『
分
類
漁
村
語
彙
』（
復
刻
一
九
七
五
、
国
書
刊
行
会
）
山
東
省
文
物
考
古
研
究
所
・
烟
台
市
博
物
館
・
蓬
莱
市
文
物
局
編　
二
〇
〇
六『
蓬
莱
古
船
』文
物
出
版
社
上
海
博
物
館
・
王
正
書　
一
九
八
三「
川
揚
河
古
船
発
掘
簡
報
」『
文
物
』第
七
期
、五
〇
―
五
三
、九
五
頁
上
海
博
物
館
・
倪
文
俊　
一
九
七
九「
嘉
定
封
浜
宋
船
発
掘
簡
報
」『
文
物
』第
一
二
期
、三
二
―
三
六
頁
天
津
市
文
物
管
理
処　
一
九
八
三
「
天
津
静
海
元
蒙
口
宋
船
的
発
掘
」『
文
物
』
第
七
期
、
五
四
―
五
八
、六
七
頁
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、
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